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第 1章 緒 看

化学療法の究極の目的は,化学療法剤 による

牲体内殺菌である｡勿論,現在使用されている

抗結核剤にも試験管内で或る程度の殺菌作用が

認められるがl-6),それはむ しろ弱いものといっ

てよく,薬剤を単独に使用 した場合,人体内で

達 し得る程度の渋皮では,結核菌を短期間に全

部死滅させることはほとんど期待出来ない5,6)0

しか し薬剤を適当に併用すれば,結核菌の増殖

を抑制するのみでな く,その生存能力をも失わ

せることが全 く不可能ではない様である｡それ

でも尚,殺菌効果を十分発揮するには,相当長

期間の薬剤併用が必要で,化学療法剤による生

体内殺菌が困難な問題であることは,長期化学

療法後にも再燃,悪化が決 して少な くはないと

いう事実,及び長期化学療法を行なって排菌陰

性の続いている症例の空洞,被包乾酪巣より,

培養によってかなり高率に結核菌が検出される

こと7)によっても明らかである｡

さて,牲体内殺菌には長期間の薬剤作用が必

要であるが,長期間の薬剤作用に於ては結核菌

の薬剤耐性獲得という現象が生ずることは当然

であり,これが生体内殺菌を困難ならしめてい

る-一因であろう｡

結核菌に対する抗結核剤の作用を検討 した旗

野8), 山 田 9,10) の報告によると, 高濃度の薬剤

/,l･作用させると結核菌の生菌数は次第に減少す

るが,菌量が十分多い場合には,やがて薬剤cJj
存在にも拘 らず生菌数の増加がはじまる｡そ し

てこの増加を開始するまでの間には,その薬剤

に耐性を有する菌はほとんど証明され難い が,

増加をはじめた時期にはその薬斉田こ対 して耐性

を示すという｡ この増殖 して来る菌は,もとも

と耐性菌であるのか,増殖を開始 したから耐性

化 したのかは明 らかでないが,薬剤の殺菌作用

に耐えて生き残 った菌が増殖をはじめ る 時 期

に,またはその直前に,或は少な くとも増殖を

十分遂げる前に,別の交叉耐性のない薬剤を作

用させれば,菌の耐性化及び増殖を阻止 し,一

層強い殺菌作用が期待出来るのではなかろうか

という想像 も成立つ｡この機転に薬剤交互併用

療法の利点の根拠が見出されるかも知れないと

思われる｡

しか し,同時併用療法が単独療法に比べて優

れた殺菌効果を発揮することは, 既に伊庭3),

池 Eu 5),田中 11) らの研究によって も明らかであ

る｡

著者は前篇12)に於て交互併用療法の試験管内

での結核菌発育阻止効果を,同時併用のそれと

比較検討 したが,交互併用療法と同時併用療法

との試験管内での効果比較の一環 として,上述

の殺菌効果の検討を行なった次第である｡

前篇にも述べた様に,交互併用そのものt))実

験,妹に殺菌効果の検討に於ては,菌に作用さ
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せた薬剤を何回 も菌から除去する必要があり,

従来の実験方法では非常に煩雑で,且つ多大の

労力を必要とする方法をとらねばならないし,

しかもその厳密な定量的判定は困難である｡幸

い当研究室で考案されたシリコーン被覆スライ

ド培養法13･14)(以下SSC)を用いれば,これら

の操作が簡略化され,同時に,雑菌汚染の危険

も少な く,シリコーン被覆スライ ド(以下 SS)

上に発育 した集落を肉眼的に数える こ と に よ

図 1 実

li七大結研紀要 第13巻 第2号

り,殺菌効果を定量的に知ることが出来るので

ある｡

本篇では,SSCを用い,殺菌効果を ｢ものさ

し｣として薬剤交互併用療法と同時併用療法と

の優劣を比較検討 した成績について述べる｡

但 し,本研究に於ては,薬剤作用を除いて後,

ssを普通培地に移 して 4週間培養 しても 肉眼

的に菌集落の発育を認めなかったものを ｢殺菌

された｣とした｡

験 群 の 構 成
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第 2幸 美鼓材料及び実験方法

第 1節 実 験 材 料

使用菌株, 培地, シリコーン被覆スライ ド (以下

SS), ガラスキャップ付試験管,被検薬剤等実験材料

は前第 12)に記載 したと同様である｡

第2節 実 験 方 法

実験群の構成 :図 1の様に前篇12)と同じ構成で,各

試験管の薬剤濃度も前篇に記載 した通 り,各第 1管の

濃度がス トレプ トマイシン (以下 SM)では 16γ/ml,

パ ラアミノサ リチル酸 (以下PAS)では 160γ/ml,イ

ソニコチン酸 ヒドラジッド(以下 INH)では 8γ/ml,

スルフィソキサゾール (以下 SI)は 50γ/ml,サイク

ロセ リン (以下CS)は 8γ/ml,ビラジナマイ ド(以下

PZA)30γ/ml,1314TH (以下TH)8γ/mlである｡
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実験手技 :H37Rv株の石油ベンジン薗液を作製 し,

これに SSを瞬時浸潰 して菌を付着させ,薬剤非含有

キルヒナ-培地で2日間培養 した後,図 1の各薬剤含

有培地系列に移 して薬剤交互併用又は同時併用を行な

った｡ ここまでは前貨に記載 した発育阻止効果につい

ての実験と全 く同様であるが, ここでは同一の交互併

用及び同時併用を各々2群ずつ 行 な い, 1群 は4過

級,他の 1群は8過後に薬剤作用を終了 し,SS を生

理的食塩水で2回洗源した後,薬剤を含まない培地で

4週間培養 し,発育して来る菌集落を観察 した｡判定

基準 も前篇記載の通 りで,薗集落が SS表面の2/3以

上を覆う時 (榊),2/3-1/3の時 (≠),1/3以下の時

(+)とした｡閲,集落数が50以下の場合はその数を記

録 した｡

蓑 1 SM,PAS,INH,SIの4割による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)

その 1 (菌集落の発育を全 く認めない殺菌最低濃度)丁~~＼ ___
､二キ ミ 二 薬剤作用期間

併 用方 式 薬 車…菌最低濃度

SM

SM+PASPINH+SI PAS

交互併用

SM+PAS+INH+SI

4者同時併用

4 週 8 週

MSC MSC比 MSC MSC比

80 1 10 1

2芸 1 30:;3

1

2.5 1 1.25 1

0.78 0.39

蓑 2 SM,FAS,INH,SIの4剤による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)

その2 (薗集落数50までは殺菌効果あり50以上は殺菌効果なしとした場合)

薬剤作用期間

併 用 方 式 薬 草Lul :菌最低濃度

SM+PAS石三INH+SI

交互併用

SM PAS INH SI

SM

SM+PAS+INH+SI FAS

4着同時併用

4 週 8 週

4

40

2

12.5

0.0625 .

0.625 1

0.0313 64

0.195

0.125

1.25

0.0625

0.39

0.0625 :

0.625 1

0.195
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表 3 SM,PAS,INH,SIの4割による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)

その3 (菌集落数(+)までは殺菌効果あり(≠),(料)は殺菌効果なしとした場合)

併 用 方 式 --㌔-琴旦警 繁華皮IISM

交互併用

4着同時併用

4 過

MSC

2
20
1
6.25

≒ MSC比

≡

11

l

)

8 週

MSC比

0.125
1.25
0.0625
0.39
0.0625

0.625 1 0.625

表 4 SM,PAS,INH,SIの4割による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)

その4 (薗集落数(≠)までは殺菌効果あり(榊)は殺菌効果なしとした場合)

ミ≡ミ;三一 薬剤作用期間

併 用 方 式 ､--､重電 菌転転
SM+PASPINH+SI

交互併用

SM+PAS+INH+SI

4者同時併用

4 過

MSC

1

10
0.5
3.13

0.0625
0.625
0.0313
0.195

8 週

MSC比 岳 MSC0.1251.25
0.0625

0.39
0.0625
0.625
0.0313
0.195

MSC比

第 3章 美 食 成 績

SM+PAS亭±INH十SI交互併用群及び SM+

PAS+INH+SI4着同時併用群の4週間及び 8

週間作用に於ける殺菌最低濃度 (minimum st-

erilizingconcentration,以下 MSC),つまり薬

剤作用終了後,薬剤を含まない培地に SSを移

して 4週間培養 して も菌集落の発育を認めなか

った試験管のうち,作用薬剤濃度が最低であっ

た試験管に含まれていた各薬剤の濃度を,各併

用群の代表として表 1-4に示 した｡

表 1は,菌集落の発育を全 く認めない殺菌最

低濃度であり,表 2は,菌集落数50以下は殺菌効

果あり,(+)～(什)は殺菌効果な しとした場合の

殺菌巌低濃度である｡ 表3は,菌集落数50以下

及び(+)は殺菌効果あり,(≠),(≠)は殺菌効

果な しとした場合の,また表 4は,菌集落数50

以下,(+)及び(+十)は殺菌効果あり,(≠)は殺

菌効果な しとした場合の殺菌最低濃度である｡

前篇に於て発育阻止効果の場合について論 じ

たと同様に,この場合 もどこまでを殺菌効果あ

りと考えるべきかという問題が生ずるが表 3の

如 く(+)まで,或は表 4の如 く(一什)まで殺菌効

果ありとすれば,あまりにも弱い殺菌効果まで

とり上げることになり,通常の｢殺菌｣という概

念からは懸離れたものになるおそれがあろう｡

また,同一実験を数回反復 した成績 によると,表

1の如 く全 く菌集落の発育を認めない最低濃度

をとる場合,つまり極 く少数の集落の発育 した
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表 5 各 併 用 方 式 の 殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)

その5 SM,FAS,INH,SIの4剤による交互併用と同時併用 との比較

∴ . _ ∴ ~十 二

SM+PASFINH+SI

交互併用

SM+PAS+INH+SI

4者同時併用

S-1
…
mi
7

S-t
川
t､｡
S

4

一

c

m

･
M

5

4

0

2

2

4

1

0.0625

0.625

0.0313

0.195

過

MSC比

5

8

sC

遠

25

062

3

0.0625

0.625

0.0313

0.195

過

比CSM

表 6 各 併 用 方 式 の 殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)

その 6 SM,PAS,INH,CSの4割による交互併用 と同時併用との比較

＼ ＼~ 薬剤作用期間iiZ!!l

併 用 方 式 ､-一撃聖…菌最低濃度l=ヨ6ヨ
I

sM+PASdNH+CS i pSAMs

交互併用

SM+FAS+INH+CS PAS

4者同時併用

4 週 8 過

MSC MSC比 MSC ; MSC比

4 0.25

40 1 2･5
2 0.1252 0.125

0.0625 0.0625

0.625 1 0.625 1

0.0313 百亘 0.0313 ㌔ ~4

0.0313 0.03131

表 7 各 併 用 方 式 の 殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)

その7 SM,PAS,INH,PZAの4割による交互併用と同時併用との比較

併 用 方 式

､ 薬剤作用期間

奉澄 最低濃度iiZZl
SM

SM+PASJ(INH+PZA PAS

交互併用
INH
PZA

SM
SM+PAS+INH+PZA PAS

4者同時併用
INH
PZA

4 週

HI､′､
rL

12

7.5

8 週

0.25

2.5

0.125

0.469

0.0625

0.625 1

0.0313 4

0.117



-168-

薬剤濃度に於て も殺菌効果な しとすれば,各実

験に於ける成績の ｢ば らつき｣が多い｡

そこで菌集落数50以下は殺菌効果あり,(+)

～(一肝)は殺菌効果な しとする表 2の基準をとれ

ば,数回の実験成績がよく一致するし,またこ

の程度の集落数は,対照の集落数に比べて極め

て少数であるか ら,殺菌効果ありとして差支え

ないものと考え られる｡

以下,主 として この基準 によって交互併用 と

同時併用 との比較検討を行なうことにする｡

この基準による各交互併用 と同時併用 との殺

菌最低濃度を表 5- 8に示 した｡

第 1節 交互併用と同時併用との

殺昔効果の比較

表 5に見 る様に,SM･PAS併用 とINH･SI併

用 との交互併用の4週間薬剤作用の殺菌最低濃

皮(MSC)は,SM 4γ/ml, PAS 40γ/ml, INH

2γ/ml,SI12.5γ/mlであり,薬剤作用 8週間の

MSC は,SM 0.125γ/ml,FAS1.25γ/ml,INH

0.0625γ/ml,SI0.39γ/mlである｡一方,これ ら

4種薬剤を同時に併用 した 4着併用の殺菌最低

濃度は, 4週で SM 0.0625γ/ml, PAS0.625

γ/ml,INH 0.0313γ/ml,SI0.195γ/mlで, 8週

の成績 も4週のそれ と同 じである｡

前篇12)で発育阻止作用に於て MIC比 を考え

たと同様に,MSC比 (交互併用の MSCを 1と

した場合の同時併用のMSCの比)を考えれば,

この場合の MSC比 は 4週では 1/64, 8週では

表 8 各 併 用 方 式 の

京大姑研紀要 第13巻 第2号

1/2となるのである｡ これは,この薬剤の組合

せに於て, 4者同時併用は, 4週間作用で交互

併用の 1/64, 8週間作用で 1/2の濃度で同等

の殺菌作用を もつ ことを示 している｡

SM+PAS と INH+CS との交互併用では,

義.6の如 く, 4週の MSC は SM 4γ/ml,PAS

40γ/ml,INH 2γ/ml,CS2γ/mlで, 8週のそ

れは SM 0.25γ/ml,PAS2.5γ/ml, INH 0.125

γ/ml, CS0.125γ/mlであった｡ SM, PAS,

INH,CS4者同時併用の MSCは 4週 も8過 も

等 しく SM 0.0625γ/ml,PAS0.625γ/ml,INH

0.0313γ/ml,CS0.0313γ/mlであった｡ この場

合の MSC比 は 4過で 1/64, 8週では 1/4と

なる｡

SM+PASとINH十一PZAとの交互併用のMSC

(表 7)は∴4週で SM 4γ/ml,PAS40γ/ml,

INH 2γ/ml,PZA 7.5γ/ml, 8週では SM 0.25

γ/ml,FAS2.5γ/ml,INH0.125γ/ml,PZA0.469

γ/mlである｡SM･PAS･INH･PZA 4者同時併

用では 4週の MSC は SM 0.0625γ/ml,PAS

0.625γ/ml,INH0.0313γ/ml,PZA0.117γ/mlで

8過の MSC もそれぞれ 4週の MSCと等 しか

った｡MSC比 は 4週で 1/64, 8週で 1/4とな

る｡

SM+PASと INH+TH との交互併用では表

8に示 した様に4週の MSCは SM lγ/ml,PAS

IOγ/ml,INH 0.5γ/ml,TH0.5γ/ml,8過のそれ

は SM 0.25γ/ml,PAS2.5γ/ml,INH0.125γ/ml,

殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)
その8 SM,PAS,INH,TH の4割による交互併用と同時併用との比較

＼-､､--㌔＼＼

併 用 方 式

薬剤作用期問

工 --:I.::----:一二._

SM+FAS-tINH+TH

交互併用

SM+PAS十INH+TH

4者同時併用

4 過

l

MSC比

8 週

MSC此

0.625 1 0.625
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TH 0.125γ/mlであり,これ ら4種薬剤の同時

併用では, 4週 と8週 との MSC は等 しく,そ

れぞれ SM 0.0625γ/ml, PAS0.625γ/ml,INH

0.0313γ/ml,TH 0.0313γ/mlであった｡ この組

合せの MSC比 は 4週で 1/16, 8過で 1/4で

ある｡

第 2節 各交互併用聞及び各同時併用間

での殺首効果の比較 (表9,10)

表9 各交互併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)

＼~-二 ｣堅壁巨用期間でEgiZ!
､ 薬剤名

I
sM+PASIさ"H+SI IF

交互併用 ; ll

SM+PAS等±INH+CS

交互併用

SM+PASPINH+PZH

交互併用

4 週 ; 8 週

PAS1 40 ㌔1･25
INH1 2 0.0625

SI l 12.5 0.391

SM 4 0.25

PAS∃ 40 2.5

INH 1 2 0.125

CS : 2 0.125

SM

PAS

INH

4 ;0.25

40 2.5

LpsfMAJr-:'5 L3'.42659

交互併用

1

TH ! 0.5 0.125

各交互併用方式の問で,その殺菌効果を各方

式に共通な薬剤であるところの SM,PAS,INH

の MSC で比較すると, 4週の成績では, TH

を含む交互併用の MSC が他の 3種の交互併用

の MSC の 1/4で最 も強い殺菌効果を示 し,

他の 3種の交互併用はほぼ等 しい殺菌効果を有

することを示 した｡ 8過の成績では SIを含む

交互併用が最 も強い殺菌作用を示 し,その MSC

は他の交互併用のそれの 1/2であった｡他の 3

種の交互併用の問には,差が認め られ な かっ

た｡

各 4者同時併用の間では, 4週, 8週の成績

ともにその殺菌効果に差がみられなかった｡

ー 169-

表10 名同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)

併用方式 -準禦ダ＼＼＼ . 4 射 8 週
r

;SM O･0625;010625

SM+PAS+INH+SI{PASも0･625 0･625†

4者同時併用

SM+PASJrINH+CS

4者同時併用

SI

･SM

L?NAHS

I

CS

LSM
sM+PAS+INH+PZAjPAS

4着同時併用 ii"Z"A

S" +PAS+Ⅰ""+TH TNAHHS1;

4着同時併用

l

11

0.0625･.0.0625

11

0.0313≦0.0313守
0.0313;0･0313L

1

0.625 i0.625

0.0313

0.117

0.0313

0.117

0.0625ぎ0.0625
0.625 .0.625

0.0313 0.0313

0.0313

0.0313

第 4章 考 按

第 1節 交互併用と同時併用との殺菌効

果の比較方法についての考察

薬剤交互併用療法の結核菌に対する効果を,

この併用方式の特色であるところの,薬剤の比

較的短期間での反復交代が,どれほど薬剤の作

用を強め得るかという点に於て検討するには,

薬剤の交代を行なわない併用方式,即ち交互併

用 と同種の薬剤全部の同時併用 と,交互併用 と

を比較 しなければならないことは明 ら か で あ

る｡著者は前篇12)に詳述 した発育阻止効果の比

較の場合と同株の理由から,交互併用方式と,

同時併用方式との殺菌効果を比較するには,各

々の方式に於ける各作用薬剤の総量を等 しくし

て比較 しなければならないと考えた｡薬剤総量

が等 しくなければ,作用薬剤量の大小による効

果の差があらわれ,薬剤交代の効果だけを正 し

く評価出来ないおそれがあるからである｡本符

にとり上げた交互併用方式は 2種の 2者併用を

1週間ずつ交互 に作用させるのであり,その 1

週期は 2週間であるから,従 って交 互 併 用 の

MSC が同時併用のそれの 2倍の場合に両者は

等 しい殺菌効果を有するということになる｡
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そこで表 5, 6, 7, 8に示 した MSC比 で

みると,MSC比 が 1/2の時は交互併用 と同時

併用 とは等 しい殺菌作用を有 し,1/2より小の

時は同時併用が交互併用よりす ぐれ,1/2より

大の時は交互併用の方が勝 っていると理解 した

のである｡以下この基準によって考察する｡

第2節 交互併用と同時併用との投首

効果の比較考察

上述の原則のもとに成績をみると,薬剤作用

4週の MSC比 は 1/16乃至 1/64で,いづれ も

同時併用の方が交互併用よりも著 しく強い殺菌

効果を示 した｡つまり4週間の薬剤 作 用 な ら

ば,薬剤を同時併用すれば, 交互併用の 1/8

乃至 1/32の量の薬剤で同等の殺菌作用が期待

出来るのである｡ 8週間薬剤作用の成績をみる

と,同時併用の MSC は4週作用の成績と変 ら

ないが,交互併用の MSCは 8週間作用の方が

4週間作用の場合よりかなり強められている｡

しか しそれでも尚,同時併用の成績には及ばな

かったのである｡即ち,SM,PAS,INH,SIの

組合せでは, 8週の MSC比 は 1/2であり,

CS,PZA 或は TH を含む併用ではそれぞれ

1/4で, 交互併用は同時併用よりも劣 ってい

る｡同時併用は短期間の作用で,換言すれば作

用の初期から強い殺菌効果を発揮するが,交互

併用は長期間作用させなければその殺菌効果は

弱 く,長期間作用させても同時併用より劣 って

いた ｡

前篇にも述べたが,交互併用には無数といっ

てよいほど種々の方式が考えられ,著者の検討

した方式はその一部にすぎない｡薬剤の組合せ

を変え,交代の期間を工夫 し,どの併用を最初

に行なうか等の問題について更に検討 しなけれ

ばならないであろうが,本研究で検討 した範囲

内では,交互併用の殺菌効果は同時併用のそれ

よりかなり劣 っていたのである｡

池田5) によれば,SM は作用期間の長短にあ

まり左右されない殺菌作用を有するが,その作

用は弱 く, PASは試験管内で結核菌に対 して

強い発育阻止作用をもつが,殺菌作用は殆んど

ない｡また,INHは作用期間が 4週間の場合は

強い殺菌効果を示すのに対 し, 1週間作用では

京/煩摘 r･紀要 算13巻 第2号

非常に弱い殺菌作用 しか認められないという｡

脚 力 6) の成績 も,SM,PAS,INH については

ほぼ同様で,SI,CS,TH のうちでは THが 4

週間作用でやや強い殺菌作用を有するほかはい

ずれもその殺菌作用は弱い｡つまり本実験でと

りあげた薬剤のうち, 1週間作用で強い殺菌作

用をもつ薬剤は見当らず,強い殺菌効果を発揮

するには長期間の連続作用が必要である｡この

ことが交互併用の,殊に作用期間の短い4週間

作用の場合の交互併用の殺菌効果が,同時併用

に比 して著 しく弱いという現象の一因であろう

と考えられる｡

それはとにか くとして,臨床の実際に於ては

出来るだけ早期に,出来るだけ強い殺菌効果の

発揮される事が望ましいであろうから,交互併

用より同時併用の方が有利であろうと推定され

る｡

第3節 各交互併用聞及び各同時併用間

での投首効果の比較考察

各交互併用の成績を比較すると, 4週間作用

では THを含む方式が他の方式よりかなり勝れ

ていた｡これは他の方式に於ける SI,CS 或は

PZA の代 りに TH が組入れられた方式なので

あるから,これ ら薬剤のうちではTHが最 も強

い殺菌作用を有する6)ということで説明されよ

う｡ しか し8週間作用になると, SIを含む方

式がやや勝 る他はいずれも同程度の殺菌効果を

示 した｡これも発育阻止効果の場合と同様に,

長期間作用では強い殺菌作用を有する SM 及

び INH の効果が強 く表現される為であろう｡

各同時併用方式の殺菌効果は,4週間作用,

8週間作用ともに全 く差がみられなかった｡ こ

れも SM,INH が優勢であったためであろう｡

第4節 発育阻止効果と殺昔効果との関係

表11は,各交互併用及び各同時併用の発育阻

止最低濃度と殺菌最低濃度との比である｡

同時併用に於ては,どの薬剤組合せでも作用

期間の長短に関係な く,MSCは MICの 2倍で

あり,殺菌効果と発育阻止効果とは平行 してい

る｡

これに対 し交互併用では,8週間作用の MSC

は MICのほぼ 2倍であるが,4週間作用では,
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表11 各併用方式に於ける発育阻止最低

濃度と殺菌最低濃度 との比

(莞晶 霊芸濃 霊)

問 4 週 8 週

併 用 !併 用
交 互 】同 時

併 用 轡 用

SM･PAS･INH･SI 32 2 : 1 21
1 11

sM.PAS.Ⅰ"H'CSj 64 ; 2 2 ∃ 2

1

lll

sM.PAS.INH.TH! 16 2 2 3

発育阻止効果に比べて殺菌効果は著 しく弱い｡

交互併用の作用は殺菌的であるよりは制菌的で

あるというべきであろう｡

第 5章 結 論

1) ここにとり上げて検討 した 4種の交互併

用方式は,結核菌殺菌効果に於て,同種薬剤の
同時併用方式よりいずれもかなり劣 る成績であ

った｡

2) 4種の交互併用のうちでは,TH を含む

-17]-

交互併用 が他の 3種の交互併用より強い殺菌効

果を示 したo 他の 3種の交互併用の殺菌作用に

はほとんど優劣が認められなかった｡

また 4種C/)同時併用の殺菌作用 もほぼ同程度

であった｡

(潤筆に臨み御指導を賜った律久間博士に深甚の謝

意を表 します)
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